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気象研究所技術報告　第34号　1995

　東アジァ地域における大気汚染物質の輸送過程を推定し・酸性沈着を評価するために応用気象研

究部で開発を行っている長距離輸送モデルについて，モデルの構成や計算結果など，研究計画の第

1期が終了したので，ここでいままで実施したことについて整理し，中間的な報告として記述した。

モデルに取り入れた乾性及び湿性沈着過程はモデルの格子間隔や鉛直構造の分解能とも関連するの

で可能な限り簡略化した。大気汚染質の沈着過程に重要な役割を占めるin　cloud　scavengingの過程

がモデルには含まれていないので，これを取り入れることによってモデルを完成させる必要がある。

この過程はSO2の雲中における過酸化水素（H202）が介在する酸化反応だけでなく，化学反応の

結果生成されたサルフェート等の微粒子が雲核として働くなど，雲物理過程と汚染質の相互作用も

含まれているために非常に複雑な過程である。この過程をモデルに取り入れる必要があるので雲中

における硫黄酸化物の変遷について詳細な化学反応は考慮していないがここで多少触れておいた。

さらにin　cloud　scavengingの過程をモデルに取り入れるには，気象予測モデルに雲を表現できる雲

物理過程が含まれていなければならないが，東アジア地域のような広い計算領域を必要とするモデ

ルでは格子問隔もそれなりに粗くなり，雲物理過程は格子問隔より遥かに小さい現象となってしま

い，モデルには取り入れられない。このように格子間隔が約127kmのFLMでは雲物理過程が含ま

れていないので，第1期の研究計画では湿性沈着過程は降水による沈着だけを考慮した。しかし，

日本領域スペクトルモデル（JSM）では水平格子間隔が約40km，鉛直構造は23層で構成されており，

300hPaの高度まで各気層毎に雲量が求められるようになっている。大気汚染質と雲の相互作用を

輸送モデルに取り入れるために，先ずJSMで認識される雲に対して粒子が取り込まれるプロセス

をパラメタリゼーションすることが考えられている。このパラメタリゼーションには確率過程を考

慮する。しかし，JSMでは計算領域が狭いので計算領域が広く東アジア地域をカバーするスペクト

ルFLMにJSMをネスティングすることにより，広い計算領域と高い空間分解能を得ることができ

る。外側のモデルと内側のモデルがスムーズに連結するようにネスティングにはスペクトル結合に

よる方法が取られている。
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　ζの研究は環境庁の「東アジアにおける酸性・酸化性汚染質の動態解明に関する研究」の一部と

して地球環境研究総合推進費によって行われた「東アジア地域における酸性雨に関連する大気汚染

質の輸送に関する研究」である。

　計算は気象研究所のHITAC　M－280／S810によって行った。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Appendix　I

本文中に気象予測モデルと拡散モデルに用いた主な記号をモデル別に分類してそのリストを示す。

A1）気象予測モデルにおける主な記号
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π
σ
．
σ
＆
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9
R
p
八
乃
瑞
α
Q
M
免
τ
ρ
κM，1動，1ぐE：それぞれ運動量，熱

：マップスケールファクター一

それぞれ筋y方向の風速成分

：風速ベクトル

コリオリパラメター

：重力ポテンシャル

：気温

：温位

：重力による加速度

：地上とモデル大気の上限の気圧差

πで基準化した気圧

：鉛直速度（＝4σ／4孟）　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

：κ，ッ方向の運動量の水平拡散項

：熱，及び水蒸気の水平拡散項

：乾燥空気め定圧比熱

：比湿

：乾燥空気の気体定数

：気圧

：地表面気圧

：モデル大気上面の気圧

：温位を定義する基準気圧（1000hPa）

：比容

：単位質量当たりの非断熱加熱または冷却による熱の増減量

：凝結，降水または蒸発による水蒸気の単位質量当たりの増減量

：乱流エネルギー

：サブグリッドスケールの渦による運動量，熱，及び水蒸気の鉛直フラックス

：空気密度

　　　　　　　　　、、、，水蒸気の鉛直拡散係数

　　　　　　　　　　　　　　　　一71一



気象研究所技術報告　第34号　1995

R ．リチャードソン数

A2〉拡散モデルにおける主な記号

κ、　　　：粒子の鉛直拡散係数

％＊　　　1摩擦速度

彦　　　：カルマン定数

Ψ鳥　　1風のシヤーと大気安定度を表す関数

吻　　　　：乾性沈着速度

τ　　　：サルフェート生成率

吻、　　　：地表面沈着速度

z、，7δ，7、：空気力学抵抗，副気層抵抗，地表面抵抗

P挽　　　：汚染質の分子拡散

砺、♪　　：乾性沈着を評価するσ座標上の高度

”（P，）　1雨滴の落下速度

％。（1）、。4）：降水前におけるサルフェート大気中濃度

頭孟，D、。4〉：降水開始より孟時問後の粒径D、。4のサルフェートの大気中濃度

A（P、。4）：サルフェートの降水沈着率

ノ〉（D．〉　：雨粒の基準化粒径分布（マーシャル・パーマー分布で近似）

λ，　　　：雨粒の粒径分布曲線の傾き

εの，，D、。4）：粒径D，の雨滴が粒径1）、。4のサルフェートを捕捉する効率

C、。2　　：SO2の大気中における重量混合比

γ。磁　　：凝結率

亀4　　　：ブラウン拡散係数

F、　　　：雲核化率

g。　　　：雲水量

ρ，　　：雪片の密度

g、　　　：雲片の混合比
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Ap口endix　H

　ここでは長距離輸送モデルによる硫黄酸化物の輸送，沈着シミュレーションを実行する手順やそ

のために作成したファイル等の技術的な事柄について捕捉的に述べると共に，最後に未整理ではあ

るが，ランダムウォークモデルを含んだ移流・拡散モデルのプログラムリストを付けた（Appendix

皿）。そのためにリスト中に使用されている変数名の説明を文中に適時入れておいた。

A2　長期移流・拡散計算

　長期移流・拡散計算プログラムの作成に当たっては以下の点を考慮して設計された。

　①広域拡散計算の1ランがスーパーコンピュータ（HITAC－S810）の最小ジョブクラス内（Q

　　　ジョブ）で終了すること。

　②ディスク容量を一度に大きく占有しないこと。

　　③計算が再スタートできること。

　　④1ランで可能な限り多くの結果を算出し，これを保存しておくことが可能なこと。

　　⑤使用するファイル数が多いのでエラーチェック機能を持つ。

　　⑥排出源はマルチプルソースとするが，煙源はグループにわけ，1シリーズの長期計算結果を

　　　さらに重合する。

これらの条件を満足するように設計した計算システムの流れを図A．1に示した。

A2．1　1ランの計算

　移流・拡散計算の最小ランは前もって計算されている気象予測データの磁気テープ1巻に収録さ

れるデータ量に合わせた。この結果，原則としてQジョプでの計算を最小計算期間とし，このルー

プを図A．1で1ランとして示してある。1ランでは約9日間分移流拡散計算を実行する。即ち，気

象予測データは1巻のMTに9日分収録されており，これをディスクにおとすと160MB占有する。

また，複数のランから目的とする期間の計算を実行する処理を1シリーズとして示してある。

　計算の入力ファイルは

　　1）排出源ファイル（SDATA，SDATA2）

　　2）FLMによる気象予測結果のデータファイル（＠VELDATA．DATE）

　　3）前のランの続きの大気中粒子濃度ファイル（＠RWM．OLD＊）

であり，このほかJCLで与える制御データである。一方，出力としては

　　1）計算確認用リスト

　　2）大気中粒子濃度ファイル
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FlX THEDISPERSIONCALC》LATIONDOMAIN
　（AS　SA班E　AS　THE　DOMA　I　N　OF　FLM）

CALCULATION

FORASERIES
SET　THE　PERIOD　OF　CALCULATION

CALCULATIO暦

FOR　A　RUN

DETERMINAT　lON OF DIS♪ERSlON PARAMETERS

DETERMINATlON OF DEPOSl　TlON PARAMETERS

0暦

SET　THE　DAYS　TO　CALCULATE

RETREAVE　METEOR．　DATA　FROM　MT　ON　D　I　SK

D　I　SPERS　I　ON　CALCULAT耳ON　FOR　SHORT　PER蛋OD

PLOT　THE　DISTRIBUTION　OF　DEPOSIT　ION

ADVANCE　THE　PER　I　OD　TO　CALCULATE

CALCULAT｛ON　OF　TI｛E　DEPOS1T　I　ON

FOR　LONG　PERIOD

COMPAR　I　SON　W蓋TH　VAL　I　DAT　I　ON　DATA

SET THE

Fig．A．1

　　　　OK？

Flow　chart　of　the　calculation．
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　　3〉粒子の沈着ファイル

　　4）計算領域外粒子ファイル

　　5〉次のランの入力とする最終大気中粒子濃度ファイル

ここで，最終大気中粒子濃度のファイルを作成した理由はラン毎の再スタート時にディスク上に必

要な領域を抑えるためであり，大気中粒子濃度ファイルの最後の時間のデータを読み込むことと同

じである。

A2．2排出源ファイル及び粒子の発生

　1ランで使用する汚染質の排出源ファイルでは表A．1に示すパラメターが含まれており，読み込

まれた排出源データを基に粒子を発生させる手順は以下の通りである。

　①各排出源毎の排出量から計算領域全体の総排出量（TTL）を求める。

　②単位時間（DELT；10分）に発生させる全粒子数（NQDT）を各排出源の排出強度に応じて配

　　分する。

　③1個の粒子が負荷する汚染質の量（トン／粒子）を決定する係数（QINIT）を計算。（QINIT＝

　　TTL／NQDT＊DELT／3600）

　④配分された粒子数を緯度・経度で表現された排出源の地点からσ＝0．98の高度から発生させ

　　る。粒子には水平，鉛直方向に初期拡散幅を与える。

Table　A。1　Contents　of　emission　file．

RECORD PARAMETERS DESCRIPTlON REMARKS

① SCASE EMISSION　CASE
MAXP NUMBER　OF　EMISSION
QINT EMISION　RATE　LOADED TONS／PARTICLE

TO　A　PARTICLE

② NO SERIAL　NUMBER
NSP EMISSION　NUMBER
PNAME NAME　OF　PARTICLE
BLAT LATITUDE
BLON LONGITUDE PUT　MINUS　FOR　WEST
QH EMISSION　INTENSITY TONS／YEAR

A2．3気象予測データファイル

　気象予測データファイルは前もってFLMによって1時問毎に予測したu，v，σ，φ，K、，RR

の格子点データを磁気テープに収録してあり，これを移流・拡散計算を実行する際にディスクに読

み込む。1巻の磁気テープ（6，250bpi／2，400ft）には約9日分収録されている。ファイル名“

＠VELDATA．DATE”のDATEには例として“U41231”のように書かれるが，これはアメリカ

を対象とした1984年12月31日を意味している。
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A2．4計算結果出カファイル

　大気中，沈着，領域外の粒子の各ファイルとも同じ形式で出力する。表A．2に出力ファイルの内

容を示しておく。

Table　A．2　Contents　of　the　output　file．

RECORD CONTENTS

1 ［HEADER］

AREA　　CASE　　CSEG　　PLI　　PLJ　　STDAY NCALST NCALED INTDAY　NVOL

2 ［GIVEN　PARAMETERS］
　SIGH　　SIGV　　VDEP　　WDEP

3 ［SOURCE　EMISSION（1）］
MAXP　QINT

4 ［SOURCE　EMISSION（2）］
NSP（1〉　　BLAT（1）　　BLON（1）　　ZZQ（1〉 QH（1） KOS（1）， 1＝1，MAXP

5 ［DATA　ON　NUMBER　OF　PARTI　CLES］

NNP　NIDEP　NOUT

6～ ［POSITION，　EMISSIO競　NUMBER，　ATTRI
P（1，N）　P（2，N）　P（3，N）　IFEP（M）

BUTE　OF
IDEP（N）

PARTICLES］

レコード1はヘッダーであり，変数名は以下の通りである。

AREA：計算値域の認識であり，［USA］，［ASIAlなど

CASE：計算ケースの認識，［WSOISTO1］，WINTER　SEASON　CASE－01SOURCE　TYPE－01

CDEG：計算領域パラメター，USAでは一80

　PLI　：同上　　　　　　　　　　　　46

PLJ　：同上　　　　　　　　　　　一14

NSTDAY：計算開始月日

NCALST：1ラン毎の最終計算開始月日

NCALED：1ラン毎の最終計算終了月日

INTDAY：計算積分日数

NVOL：最終ファイルの通し番号　NVOL＝（NCALED－NCALST）／INTDAY

レコード2は計算に与えたパラメター情報を示している。

SIGH　：初期水平拡散幅

SIGV　：初期鉛直拡散幅

VDEP：乾性沈着速度

WDEP：降水による湿性沈着率

レコード3は排出源情報を示す。

一76一



気象研究所技術報告　第34号　1995

MAXP：排出源の地点数

QINT　：粒子1個が負荷する排出強度

レコード4も排出源情報である。

NSP（1）：排出源番号，1～80

BLAT（1〉：排出源の位置を示す緯度

BLON（1）：排出源の位置を示す経度

ZZQ（1）1排出源の高度をσ座標系で表している

QH（1）：汚染質の排出強度（トン／年〉

レコード5は粒子の個数データである。

NNP　：計算領域の大気中で移流拡散している粒子数

N　l　DEP：沈着した粒子数

NOUT：計算領域の外に出た粒子数

レコード6以降はそれぞれの粒子の位置，排出源番号，粒子の属性等を示す。

P（1，N），P（2，N），P（3，N）：粒子の座標位置

IFEP（N）：排出源番号

IDEP（1）：粒子の属性（大気中，湿性沈着，乾性沈着，領域外）
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Appendix皿
DISPERSIONMODEL（VER．4）CODEHSTINGS

Thec・pywright・fthism・delbe1・ngst・theMete・ro1・gica1Researchlnstitute．

C
C
C
C
C
C
C
C

C　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊PROCESS　DCOM，COMARY

C　RWMODV4　　FOR　ACID　RAIN　SIMULATION　IN　NORTH　AMERI　CA

C　　　’　　　RESTART

　　　　　　PARAMETER（IM＝73，JM＝55，KM＝16，D肌XY＝127．E3）

CCC　PARAMETER（NM＝30000，PAI＝3．1416，DELT＝600，NQDT＝20）

CC　PARAMETER（NM＝40000，PAI＝3．1416，DELT＝600，NQDT＝35）
　　　　　　PARAMETER（NM＝40000，PAIニ3．1416，DELT＝600，NQDT＝29）

C　　　　　　　　　　　　　NQDT：PARTI　CLE　RELEASED　IN　DELT

C　　　　　IFNQDT＝20，THENNUMBEROFPARTICLEIS288001N10DAYS
C　　　　　　　　　　　　　I　F　NQDT＝35，THEN　NUMBER　OF　PART　I　CLE　I　S　50400　1N　10　DAYS

C　　　　　　　　　　　　　I　TT：　MAX　I　NTEGRAT　I　ON　DAY

C　RWMGCMl
C　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

C　　　＊　　RANDOM　WALK　MODEL　BASED　ON　S．R．DIEHL（1982）　J．A．M．　69－83．．　　　＊

C　　　＊　　　　F　I　NMESH　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JUNE　13，1986　　　　　　＊

C　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　＊　　　　　　　　　　　　ACID

C

ρ
》
C

C

＊
＊
些
丁
＊
＊
＊

FOR

1990．

1990．

1992．

　　NEW

　　　RA　I　N　ARRANGE　　　　（IMOC／YM）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

6，28SOURCEPOINTISVAR．IABLE　　　　　　　　　＊
11．19SIGV＝（1．0－ZQ）＊0．5　　　　　　　　　　　＊
03．24　SO2一〉SO4　，　　VD　IS　VARIVALE　OF　SURFACE　CONDITION＊

VAR．　　〉〉　REGION，LAND，RCRT，．CKT，VD（N〉，WD（N），DSO2，DSO4　　＊

　　　　　　　　　WSO2，WSO4，PSO2，PSO4，DSO2L，DOS2W，DSO4L，DSO4W　＊

　　　　　　　　　WSO2L，WSO2W，WSO4L，WSO4W　　　　　　　　＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

－
』
1
⊥

＊

＊
＊

INTEGER＊2

COMMON／A／

COMMON／B／

COMMON／A／

1）IMENSION

ID　1＝YEAR

IDST：

COMMON／D／

DIMENSION

SIMULATION

CHARACTER＊80
CHARACTER
COMMON／P／

　　　　　　　POSITION

l）IMENSION

　IDA1（IM，JM），IDA2（IM，JM），I　DA3（IM，JM），

　IDA4（IM，JM）

　IDA4（IM，JM），IDA5（IM，JM）

　PS（IM，JM），PSD（IM，JM）

　U（IM，JM，KM），V（IM，JM，KM），S　IGD（IM，JM，KM），

　DIFK（IM，JM，KM），WK1（IM，JM，KM），AMAP（IM，JM）

　RC（IM，JM），RL（IM，JM）

　IA（IM，JM），ID（5）l　IDST（3），JD（5）

　2ニMON　3＝DAY　4＝HOUR　5＝DAY　OF　WEEK

　　　　　　　START　DATE　　SAME　AS　ID（1－3）

　WORK1（IM，JM），WORK2（IM，JM），WORK3（IM，JM），XXX（NM）

　SIGM（KM），SIGMK（KM＋1），ZZQ（NQDT），XXQ（NQDT）

BLON（NQDT），BLAT（NQDT），NSP（NQDT），YYQ（NQDT）

BLON2（NQDT），BLAT2（NQDT），NSP2（NQDT），ZZQ2（NQDT）

　　　　COMENT

　AREA＊3，CASE＊8，ARE2＊3，CAS2＊8

　P（3，NM），PP（3，NM），DP（3，NM），NC（100），INFP（NM〉，IDEP（NM）

　　　　　　　VECTOR　　UN　I　T：　　METER

X（NM）
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C　　　　　　　　　　　VELOCITY　COMPONENT　OR　VERTICAL　DK　OF　THE　PARTICLES

C一一一一一一一一一一一1992．2

　　　　　　DIMENSION　LAND（IM，JM），DSO2（2），DSO4（2），WSO2（2），WSO4（2）

　　　　　＊　　　　　　　　，VD（NM），WD（NM）

C一一一一一一一一一一一1992．2

　　　　　　1NTEGER＊4　NRAN（NM＋20）

C　　　　　　　．　　　　RANDOM　VARIABLE　1　0R　－1

C　　　　　　　MONTH　FOR　1984－1985

C　　　　、　＋＋＋＋　S　I　GMK：　VERTI　CAL　LEVEL　ON　THE　S　I　GMA　COORD　I　NATE＋＋＋＋＋＋＋＋

C

　DATA　S　I　GMK／

＊　1．000，0．990，

＊　0．640，0．550，

＊　0．／

　CKT　　CONVERSION

　DATA　LANI）／IJM＊1／

　RG＝6．371E6

0．970，0．940，0．900，0．850，0．790，0．720，

0．450，0．350，0．250，0．150，0」100，0．050，

RATE　OF　SO4　FORM　SO2（　／SEC）

C　＊＊＊＊INITIALIZATION＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　READ（5，11）　AREA，CASE

　　　l　l　FORMAT（A3，1X，A8）

　　　　　　WRITE（6，600）　　’ACID　RAIN　SIMULATION　INPUT　PARAMETER　LIST’

　　600　FORMAT（1H　，’　一一一一一一一一’，A45，’一一一一一一一’）

　　　　　　WRITE（6，610）AREA，CASE

　　610　FORMAT（1H　，／，”　AREA：　’，A3，’　　CASE：”，A8）

　　　　　　READ（51＊）CDEG，PLI，PLJ，INTDAY

　　　　　　WRITE（6，620〉　CDEG，PLI，PLJ，INTDAY

　　620FORMAT（1H，’CDEG＝’，F8．2，’PLI＝’，F8．2，’PLJ＝験，F8．2，’INTDAYニ’，13〉

　　　　　　READ（5，＊）SIGH，SIGV，CKT，RCRT，INTOUT，mKOUT

　　　　　　WRITE（6，630）SIGH，SIGV，CKT，RCRT，INTOUT，IDKOUT

　　630　FORMAT（1H　，’S　I　GH＝’，F10．2，’　S　I　GV＝”，F8．2，

　　　　　＊’SO2－SO4＝’，E12．5，’RAINニづ，F12．6，’OUTPUTLSTニ’，13，’DSK＝’，13）

C　　READ（5，＊）SIGH，SIGV，VDEP，WDEP，INTOUT，IDKOUT

C　－WRITE（6，630〉SIGH，SIGV，VDEP，WDEP，INTOUT，IDKOUT
C　630　FORMAT（1H　，’S　I　GH＝’，F10．2，’　S　I　GV＝’，F8．2，

C　＊　’VDEP＝’，F12．5，’WDEP＝’，E12．5，’OUTPUTLST＝’，13，”DSK＝’，13）

　　　　　　READ（5，＊）　（I　DST（1），1＝1，3），NVOL

　　　　　　WR1TE（6，640）IDST，NVOL

　　640FORMAT（1H，’SIMULATIONSTARTDATE：’，15，13，’／’，12，’FILENO＝’，12）

　　　　　　NSTDAY＝10000＊IDST（1）＋100＊IDST（2）＋IDST（3）

C　　　　　　　　　　SIGV　IS　DEF　INED　LATER

C　　　　　REAl）（5，＊）　ALON，ALAT，S　IGQ

C　　　　　WRITE（6，＊）　ALON，ALAT，SIGQ

C　　READ（5，＊）IHQS，IHQE，MQ，VDEP，WDEP

C　　WRITE（6，＊）IHQS，IHQE，MQ，VDEP，WDEP
　　　　　　READ（5，＊，END＝21）　　MTOLD

　　　　　　GO　TO22

C＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　MTOLD　I　S　ATM．　F　I　LE　BEFORE　TH　I　S　PER　I　OD　＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　21　MTOLD＝0

　　　22　CONTINUE

C　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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C

ハ
㌧
C
C
C

C

C

C

＊＊＊＊＊　　READ　LAND　USE　F夏LE　1992．2　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　READ（2，380）REGION

　　　　WRITE（6，＊）　　REGION

380　FORMAT（A20）

　　　＋＋＋＋＋什＋升＋＋＋什＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋続＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋粁＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

381

383

481

483

DSO2L・DSO2W：DRYDEPOSITIONVELOCITYOFSO20VERLANDANDWATER（CM／SEC）
WSO2L，WSO2W：WETDEPOSITIONRATEOFSO20VERLANDANDWATER
WSONL＝WSO2Wニ3．OE－5（1／SEC）

＋＋＋升＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋什＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋梓＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋什＋＋軽＋＋＋＋＋＋栂＋＋＋＋

READ（2，381）DSO2L，DSO2W，DSO4L，DSO4W，WSO2L，WSO2W，WSO4L，WSO4W

　FORMAT（8F9．5）

READ（2，383）（（LAND（1，J），1＝1，73），J＝1，55）

　FORMAT（2X，7311）

WRITE（6，481）DSO2L，DSO2W，DSO4L，DSO4W，WSO2L，WSO2W，WSO4L，WSO4W
FORMAT（1H　，8F9．5）

WRITE（6，483）（（LAND（1，J），1＝1

FORMAT（1H　，2X，7311）

DSO2（1）ニDSO2L

DSO2（2）＝DSO2W

DSO4（1）＝DSO4L

DSO4（2）＝DSO4W

WSO2（1）＝WSO2L

WSO2（2）＝WSO2W

WSO4（1）＝WSO4L

WSO4（2）＝WSO4W

73），J＝1，55）

53

53

55

53C
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・
5
5
5
5
5
5
5

C

C
C

C
C
C
ハ
》

167

33

CALLQMAKE（NSP，NQDT，BLAT，BLON，ZZQ，QINT，D肌丁）

WRITE（6，167）

FORMAT（1H1）

　　1990．11／26ADDBELOW

SOURCE　POSITION
DO　33　J＝1，NQDT

ALON＝BLON（J〉

ALATニBLAT（J〉

RAMD＝AMOD（ALON＋630．一CDEG，360．）＊PAI／180．

PHA　I＝ALAT＊PA　I／180．

AMAPS＝（1＋S　I　N（PA　I／3））／（1＋S　I　N（PHA　I））

AMS＝RG＊AMAPS＊CO　S（PHA　I）

XQ＝AMS＊COS（RAMD）

YQニAMS＊S　IN（RAMD）

XXQ（J）＝XQ＋（PLH．）＊DELXY－DELXY／2．

YYQ（J）＝一YQ一（1－PLJ）＊DELXY－DELXY／2．

CONTINUE

VDEP；DEPOSITIONVELOCITYINM／SEC
IF（ALON．LT。0．）　ALON＝ALON＋360．

AAA＝0．
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　　　　　　DO　30　K＝1，KM

　　　30　SIGM（K）＝0．5＊（SIGMK（K〉＋S　IGMK（K＋1））

C
　　　　　　NREL＝O

C　　　　　　：　NUMBER　OF　RELEASE　PART　I　CLES

　　　　　　NP＝O

C　　　　　　：　NUMBER　OF　ACTIVE　PARTICLES

　　　　　　M）EP＝O

　　　　　　NSOUT＝O

C　　　　　　：　NUMBER　OF　DEPOSITED　PARTI　CLES

　　　　　　SEC＝0．

C＊＊＊＊＊RE　START＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　IF（NVOL．LE．1）　GO　TO　34

C　　　　　IF　START，　SKIP　READING　FILE

C

C

450

452

454

456

READ〈MTOLD）

READ（MTOLD）

READ（MTOLD）
REA】）（MTOLD）

WR　I　TE（6，＊）

　WRITE（6，450）

　FORMAT（1H　，

WRITE（6，452）

　FORMAT（1H　，

WRITE（6，454）

　FORMAT（1H　，

WRITE（6，456）

　FORMAT（1H　，

　CHECK　HEADER

IERR＝O

　IF（AREA．NE．ARE2）

　I　F（CASE．NE．CAS2）

IF（CDEG．NE．CDE2）

IF（PLLNE．PLI2）
IF（PLJ．NE．PLJ2）

IF（NSTDAY．NE．

IF（NQDT．NE．NQD2）

IF（QINT．NE．

IF（IERR．GE．1）

　　WRITE（6，＊）’

　　STOP

END　IF

　WRITE　HEADER

　WRITE（60）

＊　　　’　PLI2＝’

＊　　　”　NVO2＝’

＊　，’　WDEP2＝’

ARE2，CAS2，CDE2，PLI2，FLJ2，NSTDA2，INTDA2，NVO2，NQD2

　SIGH2，SIGV2，VDEP2，WDEP2
　MAXP2，Q　I　NT2

（NSP2（1），BLAT2（1），BLON2（1），ZZQ2（1），1＝1，NQD2）

INPUT　DATA　CHECK　一一一一一一一一一一’

　　ARE2，CAS2，CDE2，PLI2，PLJ2，NSTDA2，INTDA2，NVO2，NQD2
’ARE2ニ’，A3，’　CAS2＝’，A8，’　CDE2＝’。F6．1，

，F6．1，’　PLJ2＝’，F6．1，’　NSTDA2ニ’，14，’　INTDA2＝’，14，

，14，’NQD2＝’，12〉

　　SIGH2，SIGV2，VDEP2，WDEP2
’SIGH2ニ’，F8．1，’SIGV2＝’，F8．1，’VDEP2＝’，F10．5

，F10．5）

　　MAXP2，QINT2
’MAXP2＝’，15，’　Q　I　NT2ニ’，F15．5）

　　（NSP2（1），BLAT2（1），BLON2（1），ZZQ2（1），1ニ1，NQD2〉

110，3F10．2）

NSTDA2）

QINT2）

　　　THEN

　　FILE

IERR＝IERR＋1

1ERR＝IERR＋1

1ERR＝IERR＋1
　1ERR＝IERR＋1

　1ERRニIERR＋1

　　　　1ERR＝IERR＋1

　　　　1ERR＝IERR＋1

　　　　1ERR＝IERR＋1

DOES　NOT　MATCH　THIS　CALCULATION　　ERR＝’，IERR

　　　　　　　　　　　　　　INFORMATION　IN　EACH　FILE

　　　　　　　　　　　SIGH，S　IGV，CKT，RCRT

WRITE（60）ARE2，CAS2，CDE2，PLI2，PLJ2，NSTDA2，INTDA2，NVO2，NQD2

WRITE（60）SIGH2，SIGV2，VDEP2，WDEP2
　WR　I　TE（60）　MAXP2，Q　I　NT2

＊，DSO2L，DSO2W，DSO4L，DSO4W，WSO2L，WSO2W，WSO4L，WSO4W

一82一
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　　　　　　WRITE（り0）（NSP2（1），BLAT2（1），BLON2（1），ZZQ2（1），1＝1，NQD2〉

　　　　　　WRITE（61）SIGH，SIGV，CKT，RCRT

　　　　　＊・DSO2L，DSO2W，DSO4L，DSO4W，WSO2L，WSO2W，WSO4L，WSO4W

　　　　　　WRITE（61）．ARE2，CAS2，CDE2，PLI2，PLJ2，NSTDA2，INTDA2，NVO2，NQD2

C　WRITE（61）SIGH2，SIGV2，VDEP2，WDEP2
　　　　　　WRITE（61）MAXP2，QINT2

　　　　　　WRITE（61）（NSP2（．1），BLAT2（1），BLON2（1），ZZQ2（1），1＝1，NQD2）

　　　　　　WRITE（62）ARE2，CAS2，CDE2，PLI2，PLJ2，NSTDA2，INTDA2，NVO2，NQD2

　　　　　　WRITE（62）SIGH，SIGV，CKT，RCRT

　　　　・＊，DSO2L，DSO2W，DSO4L，DSO4W，WSO2L，WSO2W，WSO4L，WSO4W

C　　WRITE（62）SIGH2，SIGV2，VDEP2，WDEP2
　　　　　　WR　I　TE（62）　MAXP2，Q　I　NT2

　　　　　　WRITE（62）（NSP2（1），BLAT2（1），BLON2（1），ZZQ2（1），1ニ1，NQD2〉

　　　　　　IF（MTOLD．NE．0）　THEN

　　　24　READ（MTOLD，END＝26）（JD（1），1＝1，4），AKT，NP

　　　　　　　　　READ（MTOLD）NP，NSOUT，NDEP，NWDEPT，NREL，JTTL

　　　　　　WRITE（6，＊）’NP＝’，NP，’NSOUTニ’，NSOUT，’NDEP＝’，NDEP，

　　　　　＊’NREL＝’，NREL，’NWDEPT＝’，NWDEPT，’JTTL＝’，JTTL

　　　　　　　　　KLM＝O

　　　　　　　　　　DO　1810　Nニ1，NP

　　　　　　　　　KLM＝KLM＋1

C　　　　　　　　WRITE（6，＊）　’　KLM＝P，KLM

1810　READ（MTOLD）P（1，N），P（2，N），P（3，N），INFP（N），IDEP（N）

　　　　　　　　　　DO　1820　N＝1，NP

　　　　　　IF（N．LT．60）

　　　　　＊WRITE（6，1888〉N，P（1，N〉，P（2，N），P（3，N），INFP（N），IDEP（N〉

　1820　CONTINUE
　1888　　　　FORMAT（1H　，15，3F12．3，2110〉

C　　　　　　　　SEC＝SEC＋24．＊3600．

　　　　　　　　　WRITE（6，＊）　’　KLM＝’，KLM

CCC　　　　　　GO　TO　24

　　　26　　　　CONTINUE

　　　　　　　　　KKTニNINT（AKT）

　　　　　　　　　WRITE（6，2299）（JD（1），1＝1，4），KKT，NP

2299　FORMAT（ひRESTARTAT’，14，313，’KT＝’，13，’NP＝’，15）
　　　　　　　　END　IF

　　　34　CONTINUE

C＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　CALL　TRNDAT（KI（T，JD，NEN，MON，N　I　C，J　I　K）

　　　　　　WRITE（6，8011）NEN，MON，NIC，JIK

　8011　FORMAT（1H　，／，’　I　NPUT　PART夏CLE　LOCAT　I　ON　　　DATE：’，14，13，’／’，12，

　　　　　＊13）

　　　　　　WRITE（6，＊）’INPUTDATACHECK’

　　　　　　CALL　PRRSLT（NM，NP，NDEP，NSOUT，DELXY，P，I　NFP）

C＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　ISEND＝3600．／DELT＋．01

C　　　　　　　　　　UNIT＝M＊＊2／S

C
C＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

C
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C

C

＊

＊

C
C

8012

2

19

1

20

18

　　METEOROG　I　CAL　DATA、WAS　MADE　AT　AKT，BUT　WE　ASSUMED　I　T

WAS　MADE　AT　KT

　KKKT＝KKT＋1

　CAL　L　TRNl）AT（KKK　T，JD，NEN，MO　N，N　I　C，J　I　K）

WRITE（6，8012）NEN，MON，NIC，JIK

FORMAT（1H，／，’INPUTPARTICLELOCATION　DATE＋1：’，14，13，’／’，12，
＊玉3）

MK＝20

　READ（MK）ID，AKT，AMAP，RC，RL

　KT・＝NINT（AKT）

WRITE（6，＊〉’＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＞’，ID，’KT＝’，KT

　CALL　TRNDAT（KT，I　D，NEN2，MON2，N　I　C2，J　I　K2）

WRITE（6，＊）’NEN2＝’，NEN2，’MON2＝’，MON2，’NIC2＝’，NIC2，’JIK2＝’，JIK2

　1F（MTOLD．EQ．0）　GO　TO　18

2
3
4
5

IF（NEN．NE．NEN2）STOP

IF（MON．NE．MON2）STOP

IF（NIC．NE．NIC2）STOP

IF（JIK．NE．JIK2）STOP

MTOLD＝O

CONTINUE
IF（KT．LT．12）　THEN

DO　19　K＝1，KM

READ　（MK）

CONTINUE

GOTO2
END　IF

1）0　20　K＝1，KM

READ（MK） BASE1，AMP1，（（IDA1（1，J），

BASE2，AMP2，（（I　DA2（1，J），

BASE3，AMP3，（（I　DA3（1，J），

BASE4，AMP4，（（I　DA4（1，J），

BASE5，AMP5，（（I　DA5（1，J），

DO201＝1、，IM

DO　20　Jニ1，JM

　　　U　（1，J，K）＝AMP1＊IDA1（1，

　　　V　（1，J，K）＝AMP2＊IDA2（1，

　　　S　I　GD（1，J，K）＝AMP3＊I　DA3（1，

　　　DIFK（1，J，K）＝AMP蜘DA4（1，

　　　PHA　I（1，J，K）＝AMP5＊I　DA5（1，

CONTINUE

〉
）
）
）
）
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”
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1
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J）＋BASEl

J）＋BASE2

J）＋BASE3

J）＋BASE4

J）＋BASE5

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
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IF（KT．GE．35）MK＝MK＋1

C＊＊＊＊＊＊CONVERT　FROM　U，V

　　　　　DO　200　J＝1，JM－1

　　　　　DO　200　1＝1，IM－1

　　　　　WORK1（1，J）＝（AMAP（

　TO　UMAP，VMAP

，J）＋AMAP（1＋1，J）＋AMAP（1，

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

J＋1）＋AMAP（1＋1，J＋1））／4．

00001200

00001300
00001300
00001300
00001300

一84一
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220

CC

CCC

CCC

C
C
C
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C
C

　CONTINUE
　DO　250　K＝1，KM

　DO　220　Jニ1，JM－1

　DO　220　1＝1，I　M－1

WORK2（1，」）＝（SIGD（1

1　　　　＋SIGD（I
WORK3（1，」）ニ（DIFK（1

1　　　　＋DIFK（I
　CONTINUE
DO

DO

u（I

V（1

，J，K）＋SIGD（1＋1，」，K）

，J＋1，K）＋SIGD（1＋1，J＋1，K））／4．

，」，K）＋DIFK（1＋1，J，K）

，J＋1，K）＋DIFK（1＋1，J＋1，K））／4．

　　　　　SIGD（I

　　　　　DIFK（1

250　　CONTINUE

　　　　　DO　260　」＝1，JM

　　　　　DO　260　1＝1，IM

　　　　　RC（LJ）＝RC（1，J）＋RL（1，」）

　　　　　IF（RC（1，J）．GE．RCRT）THEN

　　　　　IF（RC（1，J〉．GE．0．5）THEN　RCRT＝0．5FORUSACALCULATION
　　　　　IF（RC（LJ）．GE．1．）THEN

　　　　　lF（RC（1，J）．GE．0．05）THEN

　　　　　　　　RC（1，」）＝1．

　　　　　ELSE

　　　　　　　　RC（LJ）＝0．

　　　　　END　IF

260　　CONTINUE
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　＊＊＊＊＊　　D　I　FFUS　I　ON　MODEL　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　＋＋＋＋＋　MA　I　N　LOOP　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　　　　　　JTTL＝JTTL＋1

　　　　　　DO　5000　1STEP＝1，ISEND

　　　　　　　SEC＝SEC＋DELT

　　　　　　　SF1＝SIGH＊AMAPS

　一一一一一一一一一一一一一一一一一　NEW　PARTICLE

1015

250　」＝1，JM－1

250　1＝1，I　M－1

，J，K）＝U（1，J，K〉＊WORK1（1，」）

，」，K）＝V（1，J，K）＊WORK1（1，J）

　　　，J，K）＝WORK2（1，J）

　　　，J，K）＝WORK3（1，J）

DO　1010　Nニ1，NQ＋NNN

DO　1010　N＝1，NQDT

NREL＝NREL＋1
NP＝NP＋1

RAN1ニRANDG（SF1）

RAN2＝RANDG（SF1）

SRAN＝（RAN1／SF1〉＊＊2＋（RAN2／SF1）＊＊2

1F（SRAN．GT．4．）　GOTO　1015

XQ＝XXQ（N）

YQ＝YYQ（N）

ZQ＝ZZQ（N）

SIGV＝（1．0－ZQ）＊0．5

P（1，NP）＝XQ＋RAN1

一85一
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C
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し
C

1009

1010

1900

　　P（2，NP）＝YQ＋RAN2

　　　P（3，NP）＝ZQ＋RANDG（SIGV＊（1．一ZQ））

　　　UNIFORM　BETWEEN　O－ZQ
　　　CALL　RANDU（BB，1）

　　　P（3，NP）＝1．0一（1．0－ZQ）＊BB（1）

　　　IDEP（NP）＝O

　　　IF（P（3，NP）．GT．・1．）P（3，NP）＝2．一P（3，NP）

　　　WRITE（41，1009）N，P（3，NP），ID（2），ID（3），

　　　IDEP（NP）＝1

1992．2　SAVE　SOURCE　NO．＆RELEASE　TIME
　　　IDEP（NP）＝NSP（N）＊1000

　　　1NFP（NP）＝INT（SEC／DELT）

　　　　I　NFP：SOURCE　NUMBER

　　　正NFP（NP）＝NSP（N）

　　　INFP（NP）＝INT（SEC）

　　　　1NFP：SOURCE　NUMBER
　　　INFP（NP）ニNSP（N）

　　　F　ORMAT（16，F6．3，312）

　　　CONTINUE

　CONTINUE

KT

C

C

C
C
C
C

　＊＊＊＊ADVECTION　1＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　2000－2999

　　　　　REPRACE

　　　　　DO2100L＝1，3

　　　　　DO　2100　N＝1，NP

2100PP（L，N）＝P（L，N）

　　　　　ADVECTION

　　　　　CALL　INTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，U，S夏GM，DELXY）

　　　　　DO　2200　N＝1，NP

　　　　　DP（1，N）ニX（N）＊DELT

2200P（1，N）＝PP（1，N）＋DP（1，N〉

　　　　　CALLINTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，V，SIGM，DELXY）

　　　　　DO　2210　N＝1，NP

　　　　　DP（2，N）＝一X（N）＊DELT

2210P（2，N）＝PP（2，N）＋DP（2，N）

　　　　　DO　2201　N＝1，NP

　　　　　　　　　　　ARRANGE　1992．2

2201

2220

IF（P（1，N〉．GT．DELXY＊（IM－1））

IF（P（1，N）．LT．0．　）

IF（P（2，N）．GT．DELXY＊（JM－1））

IF（P（2，N）．LT．0．　）

I　F（P（1，N）．GT。DELXY＊（I　M－1））

IF（P（1，N）．LT．0．　）

IF（P（2，N）．GT．DELXY＊（JM－1））

IF（P（2，N）．LT．0．　）

CONTINUE
CALL

DO　2220　N・＝1，NP

DP（3，N〉＝X（N）＊DELT

P（3，N）＝PP（3，N）＋DP（3，N）

IDEP（N）＝一9000000－1、DEP（N）

IDEP（N）＝一9000000－IDEP（N〉

IDEP（N）＝一9000000－IDEP（N）

IDEP（N）＝一9000000－IDEP（N）

IDEP（N）＝一9

1DEP（N）＝一9

1DEP（N）ニー9

1DEP（N）＝一9

INTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，SIGD，SIGMK，DELXY）

00GO1800
00001800
　　　　　　00

　　　　　　00

00001800
00001800
00001800

00001800
00001800
　　　　　　53

00001859
00001853
　　　　　　00

00001853
00001800
　　　　　　00

00001800

00001800
00001900
00001900
　　　　　　00

00001900
00001900

00001900
00001900
00001900
00001900
00001900
00001900
00002000
00002000
00002000
00002000
00002000
00002000

00002000
　　　　　　　53

00002059

00002059
00002059
00002159
00002000
00002000

00002000
00002100
00002100

00002100
00002100
00002100
00002100

一86一
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＊＊＊＊ADVECTION2＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊3000－3999

　　　　　SIMPL　IFI　ED　RUNGE　KUTTA　METHOD

　　　　　CALLINTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，U，SIGM，DELXY）

　　　　DO3200N＝1，NP
3200P（1，N）＝PP（1，N）＋0．5＊（DP（1，N）＋X（N）＊DELT）

　　　　　CALLINTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，V，SIGM，DELXY）

　　　　DO3210N＝1，NP
3210P（2，N）＝PP（2，N）＋0．5＊（DP（2，N）一X（N）＊DELT）

　　　　CALLINTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，SIGD，SIGMK，DELXY）

　　　　DO　3220　N＝1，NP

3220P（3，N）＝PP（3，N）＋0．5＊（DP（3，N）＋X（N）＊DELT）

　　　　DO　2202　N＝1，NP

　　　　　　ARRANGE　1992．2

IF（P（1，N）．

IF（P（1，N）．

IF（P（2，N）．

IF（P（2，N）．

IF（P（1，N）．

IF（P（1，N）．

IF（P（2，N）。

IF（P（2，N）．

CONTINUE

GT．DELXY＊（IM－1））

LT．0．　　）

GT．DELXY＊（JM－1））

LT．0．　『）

GT．DELXY＊（I　M－1））

LT．0。　　）

GT．DELXY＊（JM－1））

LT．0．　　）

IDEP（N）＝一9000000－IDEP（1）

IDEP（N）＝一9000000－IDEP（1）

IDEP（N）＝一9000000－IDEP（1）

IDEP（N）＝一9000000－IDEP（1）

IDEP（N）＝一9

1DEP（N）ニー9

1DEP（N）＝一9

1DEP（N〉＝一9

2202

C　＊＊＊＊DIFFUSION＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　4000－4999

C　　　　　HORIZONTAL　DIFFUSION

C　　CALLRANDA（NRAN，NP）
C　　　　　DO　4100　N＝1，NP

C4100P（1，K）＝P（1，N）＋NRAN（N）＊SQRT（2．＊DELT＊DH）

、C　　CALLRANDA（NRAN，NP）

C　　DO4200N＝1，NP
C4200P（2，N）ニP（2，N）÷NRAN（N）＊SQRT（2．＊D肌丁＊DH）

C　　　　　DEPOS　lTTED　PARTI　CLE

　　　　　　DO4350N＝1，NP

　　　　　　IF（IDEP（N）．GE．1）　GO　TO　4350

　　　　　　P（1，N）＝PP（1，N）

　　　　　　P（2，N）＝PP（2，N）

　　　　　　P（3，N）＝PP（3，N）

　4350　CONTINUE

C　　　　　VERTICAL　DIFFUSION

　　　　　　DO　5000　KKK＝1，5

　　　　　　DDD＝DELT／5．

　　　　　　CALL　RANDA（NRAN，NP）

　　　　　　CALL　INTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，DIFK，SIGMK，DELXY）

　　　　　　DO　4300　N＝1，NP

　　　　　　PP（3，N）＝P（3，N）

　　　　　　P（3，N）＝P（3，N）＋NRAN（N）＊SQRT（2．＊DDD＊X（N））

　4300　1F（P（3，N）．GT．1．）　P（3，N）＝2．一P（3，N）

　　　　　　CALL　INTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，DIFK，SIGMK，DELXY）

　　　　　　DO4301N＝1，NP

　　　　　　P（3，N）＝PP（3，N）＋NRAN（N）＊SQRT（2．＊DDD＊X（N）　）
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4301’IF（P（3，N）．GT．1．）P（3，N）＝2．』P（3，N）　　　　　　　　　　　　00002600
C　　　　DEPOSITED　PARTICLE　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　　00002600

　　　　　　DO4360N＝1，NP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOO2600
　　　　　　1F（IDEP（N）．LT．1）P（3，N）＝PP（3，N）　　　　　　　　　　　　　00002600
　4360　CONTINUE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOO2600

C　＊＊＊＊＊＊DEPOSITION＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　　　00002600

　　　　　　HDEP＝100．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00002600

C　　PDEP＝VDEP／HDEP＊DDD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOO2653
　　　　　　CALL　RANDU（XXX，NP）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00002600

C　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　DRY　DEPOSITION　COEFFICENT　SETTING　＊＊＊＊．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　53

　　　　　　DO4390N＝1，NP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　PSO4＝（SEC－FLOAT（INFP（N））＊DELT）＊CKT　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　1F（PSO4．GT．0．9）　PSO4＝0．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70

　　　　　　PSO2＝1．0－PSO4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

　　　　　　1N＝P（1，N）／DELXY＋0．5÷1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　JN＝P（2，N）／DELXY＋0．5＋1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　1F（IN．LE．0．OR．IN．GT．IM．OR．JN．LE．0。OR．JN．GT．JM）　THEN　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

　　　　　　VD（N）＝PSO2＊DSO2（2）＋PSO4＊DSO4（2）　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　ELSE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

　　　　　　VD（N）＝PSO2＊DSO2（LAND（IN，JN））＋PSO4＊DSO4（LAND（IN，JN））　　　　　　　53

　　　　　　END　IF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

C　IF（MOD（N・500）・EQ・1）WRITE（6・＊）’DR￥∴N・PSO4＊100・lpEP（N）　　　　69

　　　　　　1F（IDEP（N）．GT．0〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67
　　　　　＊IDEP（N）ニINT（IDEP（N）／1000）＊1000＋INT（PSO4＊100．0）　　　　　　　　　67

C　mEP（N）＝INT（IDEP（N〉／1000）＊1000　　　　　　　　　　　　　　　64
4390CONTINUE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　DO4400N＝1，NP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　00002700
　　　　　　PDEP＝VD（N）／HDEP＊DDD　　　　　　　　　　　　　　　　OOOO2653
　　　　　　1F（P（3，N〉．LT．0．99）GOTO4400　　　　　　　　　　　　　00002700
　　　　　　1F（IDEP（・N），GE．1．AND．XXX（N〉．LT．PDEP）IDEP（N）＝一1000000－IDEP（N）　　00002759

4400CONTINUE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOO2700
5000CONTINUE　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　00002700
C＊＊＊＊＊＊WETDEPOSITION辮＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　00002700

C　PDEPニWDEP＊DELT　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOO2853
　　　　　　CALLINTAPO2（X，P，NP，IM，JM，RC，DELXY）　　　　　　　　　　　00002800

　　　　　　CALLRANDU（XXX，NP）　　　　　　　　　　　　　　　　　00002800
C＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊WETDEPOSITIONCOEFFICENTSETTING＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　53

　　　　　　DO5050N＝1，NP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　PSO4＝（SEC－FLOAT（INFP（N））＊DELT）＊CKT　　　　　　　　　　　　53

　　　　　　1F（PSO4．GT。0．9）PSO4＝0．9　　　　　　．　　　　　　　　70
　　　　　　PSO2＝1・0－PSO4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

　　　　　　1N＝P（1，N）／D肌XY＋0。5＋1　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　JN＝P（2，N）／DELXY＋0．5＋1　　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　1F（IN・LE。0。OR．IN．GT．IM．OR．」N．LE．0．OR．JN．GT．JM〉THEN　　　　　　53

　　　　　　WD（N）＝PSO2＊WSO2（2）＋PSO4＊WSO4（2）　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　ELSE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

　　　　　　　WD（N）＝PSO2＊WSO2（LAND（IN，」N））＋PSO4＊WSO4（LAND（IN，JN））　　　　　　53

　　　　　　END　IF
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
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　　　　　　IF（IDEP（N）．GT．0）

　　　　　＊IDEP（N〉＝INT（IDEP（N）／1000）＊1000＋INT（PSO4＊100．0）

　5050　CONTINUE
　　　　　　DO　5100　N＝1，NP

　　　　　　PDEP＝WD（N）＊D肌T

　　　　　　IF（IDEP（N）・GE・1・AND。XXX（N），LT．PDEP＊X（N））IDEP（N）＝一2000000－IDEP（N）

　5100　CONTINUE

　5002　CONTINUE
　　＝＝＝＝END　OF　MA　I　N　LOOP　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋

　　＊＊＊＊OUTPUT＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　6000－6999

　　　　　　WRITE（6，＊）”AKT＝’，AKT，’KT＝’，KT，’ZQ＝’，

　　　　　＊ZQ，’SIGV＝’，SIGV，’SIGH＝’，SIGH，’ALAT＝’，ALAT

　　　　　＊　，’　ALON＝’，ALON

　　　　　　IF（NP．NE．0．AND．MOD（NINT（AKT），INTOUT）．EQ．0）THEN

　　　　　　LFLAG＝O

　　　　　　IF（NP．NE．0．AND．MOD（NINT（AKT＋1．），IDKOUT）．EQ．O）LFLAG＝1

　　　　　　1F（NP．NE．0．AND．MOD（NINT（AKT＋1．），INTOUT）．EQ．0）LFLAG＝2

　　　　　　1F（LFLAG．GE．隻）THEN

　　　　　　NDDEP＝O

　　　　　　NWDEP＝O

　　　　　　NOUT＝O

　　　　　　DO　4401　N＝1，NP

　　　　　　lF（INT（IDEP（N）／1000000）．EQ．一1）NDDEP＝NDDEP＋1

　　　　　　1F（’INT（IDEP（N）／1000000）．EQ．一2〉NWDEP＝NWDEP＋1

　　　　　　1F（INT（IDEP（N）／1000000）。EQ．一9）NOUT＝NOUT＋1

　4401　CONTINUE
　　　　　　　　　NIDEP＝NDDEP＋NWDEP

　　　　　　　　　NWDEPT＝NW「DEPT＋NWDEP

　　　　　　　　　NDEP＝NDEP＋NIDEP

　　　　　　　　　NSOUT＝NSOUT＋NOUT

　　　　　　　　　NNP＝NP－NII）EP－NOUT

　　　　　　　　　WRITE（60〉（m（1），1＝1，4），AKT，NP

C　IF（MOD（N，2000）．EQ．1）WRm（6，＊）’WET：’，N，PSO4＊100，IDEP（N）

C
C
C
C
C
C

C　　IF（IDEP（N）．EQ．一1）NDDEP＝NDDEP＋1

C　　IF（IDEP（N）．EQ．一2）NWDEP＝NWDEP＋1

C　　IF（IDEP（N）．EQ．一9）NOUT＝NOUT＋1

C

C

　　　　WRITE（60）

　　　　WRITE（61）

　　　　WRITE（61）

　　　　WRITE（62）

　　　　WRITE（62〉

DO6060
1F（IDEP（N）．

＊WRITE（60）

IF（IDEP（N）．

IF（IDEP（N〉．

＊WRITE（61）

IF（IDEP（N〉．

IF（IDEP（N）．

＊WRITE（62）

NNP
（ID（1〉，

NIDEP
（ID（1），

NOUT

1＝1，4），AKT，NP

1＝1，4），AKT，NP

N＝1，NP

　　　GE．1）

　　P（1，N），P（2，N），P（3，N〉，INFP（N）

　　　LE．一1．AND．IDEP（N）．NE．一9）

　　　LE．一1000000．AND．IDEP（N）．GE．

　　P（1，N），P（2，N），P（3，N），INFP（N）

　　　LT．一9000000）

　　　EQ．一9）

　　P（1，N），P（2，N），P（3，N），INFP（N）

，IDEP（N）

一9000000）THEN
，IDEP（N）

，IDEP（N）
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　6060　CONTINUE
C　　　　　CALL　COND　（NP，P，I　NFP，I　DEP，NM）

C　　　END　IF
C　　WRITE（6，＊〉ID，’KT＝’，KT

C
C　　　　　I　F（MOD（KT，24）．NE．0）　GO　TO　9999

C　　　　　WR　I　TE（6。＊）　’MOD（KT，24）．NE．0〉’，I　D，’　KT＝’，KT

　　　　　　CALL　TRNDAT（KT，I　D，NEN，MON，N　I　C，J　I　K）

　　　　　　IF（LFLAG。EQ．2）WRITE（6，8017）NEN，MON，NIC，JIK＋1

8017FORMAT（1H1，／，’EXAMPLEOFPARTICLELOCATION　DATE：’，14，13，’／’，12，
　　　　　＊13）

　　　　　　WRITE（6，8018）JTTL，NREL

8018FORMAT（1H，’INTEG．HOUR＝’，16，’NO．OFRELEASEPARTICLE＝’，16）
　　　　　　WRITE（6，8019）NP，NDEP，NWDEPT，NSOUT

　　　　　　WRITE（6，8021）NNP，NIDEP，NOUT

8021FORMAT（1H，’THISPERIOD　NNP＝’，16，’NIDEP＝’，16，’NOUTニ’，16）
　8019　FORMAT（1H　，’　T　I　LL　NOW　NP（A　I　R＋DEP）＝’16，’　　NDEP＝’，16

　　　　　＊，’（WET＝’，16，’）’，’NSOUT＝’，16）

　　　　　　IF（LFLAG．EQ．2）　THEN

　　　　　　CALLPRRSLT（NM，NP，NDEP，NSOUT，DELXY，P，INFP）

　　　　　　WR　I　TE（6，8022）　’喪UMBER　OF　PART　I　CLE　I　N　EACH　ATMOSPHER　I　C　LAYER’

　8022　FORMAT（1H　，／／／／，’一一一一一一一一一一一一一’，A50，’一一一一一一一一一一一一一’）

C一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　　　　　COMENT＝’ACID　RAIN　SIMULATION　BY　M．R．r

　　　　　　KTニNINT（AKT）

　　　　　　CALL　OUTPC（P，IM，JM，NP，ID，DELXY，KT，COMENT，IA）

C　＊＊＊＊ENDING＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　8000－8999

　　　　　　EM）IF

　　　　　　CALL　COND　（NP，P，I　NFP，I　DEP，NM）

　　　　　　END　IF

　9999　CONTINUE
C　　　　　IF（MK．EQ．20＋INTDAY．AND．KT．EQ．35）　STOP

　　　　　　IF（MK．EQ．20＋INTDAY）　GO　TO　999

C＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　　　　　　GOTO2

　　999　CONTINUE
C　　　　　LAST　PART　I　CLES　I　N　ATMOSPHERE

　　　　　　WRITE（6，8017）NEN，MON，NIC，JIK＋1

　　　　　　WRITE（6，8018）JTTL，NREL

　　　　　　WRITE（6，8019）NP，NDEP，NWDEPT，NSOUT

　　　　　　WRITE（6，8021）NNP，NIDEP，NOUT

WRITE（63）

WRITE（63）

WRITE（63）

WRITE（63）

W「RITE（63）

WRITE（63）

LL＝O
DO9090

ARE2，CAS2，CDE2，PLI2，PLJ2，NSTDA2，INTDA2，NVO2，NQD2

SIGH2，SIGV2，VDEP2，WDEP2
MAXP2，Q　I　NT2

（NSP2（1），BLAT2（1），BLON2（1），ZZQ2（1），1＝1，NQD2）

（ID（1），1＝1，4），AKT，NP

NNP，NSOUT，NDEP，NWDEPT，NREL，JTTL

　　　　　　　N＝1，NP

IF（IDEP（N）．GE． 1）THEN
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　　　　　　WRITE（63）P（1，N），P（2，N），P（3，N），INFP（N〉，IDEP（N〉

　　　　　　LL＝LL＋1

　　　　　　1F（LL．LT．60〉

　　　　　＊WRITE（6・1888）N，P（1，N），P（2，、N〉，P（3，N〉，INFP（N），IDEP（N）

　　　　　　END　IF

　9090　CONTINUE
　　　　　WRITE（6，＊）’NORMALEND’

　　　　　　STOP

　　　　　END

　　　　　FUNCTION　　　RANDG　（SIG）

　　　　　DIMENSION　N（420）

　　　　　A＝0．

　　　　1　CALL　RANDA（N，400）

　　　　　DO1001＝1，400
　　100　A＝A＋N（1）

　　　　　RANDG＝A／20．＊S　I　G

　　　　　RETURN

　　　　　END

C
　　　　　　SUBROUTI　NE

　　　　　＊PRRSLT（NM，NP，NDEP，NSOUT，DELXY，P，INFP〉

C　　　　　　　PRINT　RESULT

　　　　　D　IMENS　I　ON　P（3，NM），NC（100），I　NFP（NM）

　　　　　DO　6100　N＝1，NP，（NP＋20）／20

6100WRITE（6，8010）N，AINT（P（1，N）／D肌XY＋1．5），

　　　　　＊　　AINT（P（2，N）／DELXY＋1．5），P（3，N），INFP（N）

8010FORMAT（2X，18，2F8．2，F8．3，19〉

C
C　＊＊＊＊ANALYSIS＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　7000－7999

　　　　　DO8100K＝1，21

8100NC（K）＝0．

　　　　　DDZ＝0．05

　　　　　DO　8200　N＝1，NP

　　　　　K＝（1．一P（3，N〉）／DDZ＋1．5

　　　　　　1F（K．GT．21〉K＝21

8200NC（K）＝NC（K）＋1

　　　　　WR　l　TE（6，8022〉　’NUMBER　OF　PART　I　CLE　I　N　EACH　ATMOSPHER　I　C

　8022　FORMAT（1H　，／／／／，’一一一一一一一一一一一一一’，A50，’一一一一一一一一一一一一一’）

　　　　　DO　8300　K＝20，1，一1

8300WRITE（6，＊）1．一（K－1）＊DDZ，NC（K）

　　　　　RETURN

　　　　　END

C
　　　　　　SUBROUTINE　TRNDAT（KT，ID，NEN，MON，N　I　C，J　IK〉

C　　　　PRESENT　T　I　ME　＋　KT　一＞　　NEN，MON，NOC，J　I　K

　　　　　DIMENSION　ID（5〉，MONTH（12）

　　　　　　DATA　MONTH／31，28，31，30，31，30，31，31，30，31，30，31／

　　　　　　J　IK＝KT＋I　D（4）

　　　　　　NIC＝ID（3）

　　　　　MON＝ID（2）

LAYER’

一91一

1
1
1
4
1
0
1
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
2
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
3
3
1
1
1

2
2
2
2
2
0
2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
0
1
2
3
3
　
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
　
　
　
　
　
0
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
　
　
2
2

3
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
　
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
3

0
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0

0
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0

0
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0

0
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0



気象研究所技術報告　第34号　1995

10

C
C
C8016

C8017

NEN＝ID（1）

CONTINUE
IF（JIK．GE．24）　THEN

JIK＝JIK－24

NIC＝NIC＋1

END　IF

IF（NIC．GT．MONTH（ID（2）））THEN

M　C＝1

MON＝MON＋1

END　IF

IF（MON．GT．12）THEN

MONニ1

NEN＝NEN＋1

END　IF

IF（JIK．GE．24）GOTO10
WRITE（5，8016）（ID（1），1＝1，4）

WRITE（6，8017）　NEN，MON，NIC，JIK

FORMAT（1H，／1’INPUT　OFTRAN－DATE：14，13，／’12，13）
FORMAT（1H　，／，’　RESULT　OF　TRAN－DATE：　　14，13，　／’　12，13）

RETURN
END

C
　　　　　　SUBROUTINEQMAKE（NP，NNQ，BLAT，BLON，ZZQ，QINT，DELT）

C　　　　MAKE　MULTI　SOURCE　FOR　RONDOM　WALK　MODEL
　　　　　　PARAMETER（MMP＝50）

　　　　　　DIMENSION　QP（MMP），KOS（MMP），1】）NT（MMP），XLAT（MMP），XLON（MMP）

　　　　　　DIMENSIONNP（NNQ）。BLAT（NNQ），BLON’（NNQ），ZZQ（NNQ），ZQ（MMP）

　　　　　　CHARA　CTER＊8　S　CA　SE，NAME（MMP）

C　　　　　READ　SOURCE　DATA　FROM　FILE
　　　　　　REAI）（3，200）　MAXP，SCASE

　　　　　　REAI）（3，210）

　　　　　＊（IDNT（1），NAME（1），XLAT（1），XLON（1），ZQ（1），Qp（1〉，1＝1，MAXP）

　　200　FORMAT（6X，14，5X，A8）

　　210FORMAT（18，A8，3F8．2，F10．1）

C
　　　　　　NQIH＝NNQ

　　　　　　QIH＝NNQ

C
　　　　　　TTL＝0．O

　　　　　　DO　10　1＝1，MAXP

　　　　　　TTL＝TTL＋QP（1）

　　　10　CONTINUE

　　　　　　WRITE（6，＊）’TTL＝’，TTL

　　　　　　DO　20　1＝1，MAXP

　　　　　　KOS（1）＝INT（QP（1）／TTL＊QIH＋0．5）

　　　　　　IF（KOS（1）．LE．0〉KOS（1）＝1

　　　20　CONTINUE

　　　　　　DO　25　1＝1，MAXP

　　　　　WRITE（6，100）1，KOS（1），QP（1）

　　　25　CONTINUE
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30

35

31

37

40

n
U
O

【
り
0

　
1

60

KOST＝O

　DO　30　1＝1，MAXP

KOST＝KOST＋KOS（1）

　CONTINUE
IMAX＝1

　KOSMA　X＝O

　DO　35　1＝1，MAXP

IF（KOS（1）．GT．KOSMAX）THEN

　　I（OSMAX＝KOS（1）

　　IMAX＝I

END　IF

　CONT璽NUE

．WRITE（6，＊）

＊’KOST＝’，KOST，’NQIH＝’，NQIH，’QIH＝’，QIH，’IMAX＝’，IMAX

KK＝O
　CONT夏NUE

lREP＝O

IF（KOST．GT．NQIH）THEN
　　KOS（I　MAX〉＝1（OS（I　MAX）一1

　　1REP＝i

　　KK＝KK＋1

　　1F（KK．GT．10）GOTO40

END　IF

IF（KOST．LT．NQIH）THEN
　　KO　S（I　MAX）＝K　OS（I　MAX）＋1

　　1REP＝1

　　KK＝KK＋1

　　1F（KK．GT．10）GOTO40

END　IF

KOST＝O

　DO　37　1＝1，MAXP

　KOST＝KOST＋KOS（1）

　CONTINUE
　WRITE（6，＊）　’KKニ’，KK，”　KOS（IMAX）＝’，KOS（IMAX），

＊　’KOST＝’，KOST，’　NQIH：＝’，NQIH

IF（IREP．NE．0）GOTO31

　DO　50　1＝1，MAXP

WRITE（6，100）1，KOS（1），QP（1）

　CONTINUE
　FORMAT（1H　，13，’KOS＝’，13，’　QP＝’，F10．2）

J＝1

11＝O

III＝O

II＝II＋1

111＝III＋1

　1F（11．GT．KOS（J））　THEN

　　J＝」＋1

　　11＝1

END　IF

NP（III）＝IDNT（」〉
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C

C
，
C
ハ
し
ハ
》
C

　　　　BLAT（I　I　I）ニXLAT（J）

　　　　BLON（I　I　I）＝XLON（」）

　　　　ZZQ（HI）＝ZQ（」）

　　　　1F（I　I　I．GE．NQIH）　GO　TO　70

　　　　1F（J．LE．MAXP）　GO　TO　60

　70’CONTINUE
　　　　WRITE（6，300）

300　FORMAT（1H1，／／，20X，’＝＝＝＝＝＝L　I　ST　OF　SO2　SOURCE　＝＝＝＝＝＝＝＝’）

　　　　WRITE（6，310）　SCASE，MAXP，TTL

310　FORMAT（1H　，’　CA　SE：’，A8，’　　NUMBER　OF　SOURCE：’，13，

　　　＊’　　　TOTAL　EMISS　ION（T／YEAR）＝’，F12．1，／／）

　　　　TTLHニTTL／8760．

　　　　TTLDT＝TTLH＊DELT／3600

　　　　QINT＝TTLDT／QIH

　　　　WRITE（6，311）　TTLH，TTLDT，QINT

311　FORMAT（1H　，’　TOTAL　EMISSION（T／HOUR）＝’，F8．1，’　（T／DELT）＝’

　　　＊，F7．1，’QINT（TON／KOS）＝’，F7．1）

　　　　WRITE（6，315）　’NO．”，’IDENT’，”NAME’，’LAT。’，’LON．’，’　EMISSION’

315　FORMAT（1H　，A4，3X，A6，A10，2X，2A10，A12）

　　　　WRI　TE（6，320）　（1，IDNT（1），NAME（1），XLAT（1），XLON（1），QP（1），1＝1，MAXP）

320　FORMAT（1H　，14，1X，18，2X，9（”，A8，”）’，2F10．2，F12．1）

　　　　WRITE（6，330）

’330FORMAT（1H，／／，’一一一一SOURCEPOINTOFEACHPARTICLE一一一一’，／，

　　　＊1H，’NO．’，2X，’　IDNT’，’　　LAT．’，’　　LON．’）

　　　　WRITE（6，340）　（1，NP（1），BLAT（1），BLON（1），1＝1，NQIH）

340FORMAT，（1H，14，2X，18，2F10．2）

　　　　RETURN

　　　　END

　　　　SUBROUTI　NE　　　RANDU（A，N）

　　　　GIVES　RANDOM　VALUE　BETWEEN　O　TO　F　WITH　UNIFORM　PROBABILITY
　　　　DIMENSION　A（＊）

　　　　DATA　　I　X　／1／

　　　　DO100　1＝1，N

　　　　IX＝IX＊48828125

　　　　1F（IX．GE．0）　GO　TO　20

101X＝（IX＋2147483647）＋1

　20　CONTINUE
　　　　A（1）＝ABS・（MOD（IX，100000〉／100000．）

100　CONTINUE
　　　　RETURN

　　　　END

　　　　SUBROUTINE　INTAPO（X，P，NP，IM，JM，KM，XX，SIG，DELXY）

　　　　DIMENSION　P（3，NP），X（NP），AK（40000），KN（40000）

　　　　DIMENSION　XX（IM，JM，KM），SIG（KM）

　　　　DELXYIニ1．／DELXY

一一一I　F　NORMAL　COORD　I　NATE一一一一一一一一一一一一一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一一　A　一一〉

GRID
COORDIN 1
0

　　　　　　　　　　　1　　、　F（X）

　　　　　　　　　（H）＊DX　　X

F（X）＝A＊F（1＋1〉＋（1－A〉＊F（1）

　
X

1
⊥
D

十
・
・
＊
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C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－1＝　IFIX（X／D）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A＝　X一（1－1〉

　　EXCEPTION　　　　　l＞IM　　　　OUT　OF　RANGE

　　　　　　　　　　　　　　　　　I〈0　　　　　0UT　OF　RANGE

一一一I　F　NON－NORMAL　COORD　I　NATE一一一一一一一一一一一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈一一　A　一一＞

GRID　　　　1．．。．．．．．．．．．．　I　　　F（X）
COORDIN　．．．G（1）．．．．．．．．．．．．．．G（1）　　　X

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F（X）＝A＊F（1＋1）＋（1－A）＊F（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IAT　（X－G（1〉）＊（G（1＋1）一X）〈O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A＝（X－G（1）／（G（1＋1）一G（1））

　　EXCEPTION　　　　　　　I　EQ．（1）　WAS　NOT　FINED

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IF　　　　（X－GG）＊（G（1）一X）くO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I＝1，A＝0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ELSE　　　OUT　OF　RANGE

　　　DO　10　N＝1，NP

　　　　　　IF（（P（3，N）一SIG（1））＊（SIG（KM）一SIG（1））．LT．0．）

　　　　　　　　　　AK（N）＝0．

　　　　　　　　　　　KN（N〉＝1

　　　　　　END　IF

　　　　　　夏F（　（P（3，N）一SIG（KM））　＊　（SIG（1）一SIG（KM〉）　．LT．0．〉

　　　　　　　　　　AK（N）＝1．

　　　　　　　　　　　KN（N）＝KM－1

　　　　　　END　IF

10　CONTINUE

　　　DO50K＝1，KM－1

　　　DO　20　N＝1，NP

　　　　　　　　　　　IF（（SIG（K＋1）一P（3，π））＊（SIG（K）一P（3，N））．LT．0．

　　　　　　　　　　　　　AK（N）ニ（P（3，N）一SIG（K））／（SIG（K＋1）一SIG（K）〉

　　　　　　　　　　　　　KN（N）＝K

　　　　　　　　　　　END　IF

　　　　　　　　　　　IF（（SIG（K）一P（3，N））．EQ．0．〉TEEN

　　　　　　　　　　　　　AK（N）＝O

　　　　　　　　　　　　　KN（N）＝K

　　　　　　　　　　　END　IF

50　CONTINUE
　　　DO　100　N＝1，NP

20　CONTINUE

＊
＊
＊
＊
＊

IN＝IFIX（P（1，N）＊D肌XYI〉＋1

JN＝IFIX（P（2，N）＊D肌XYI）＋1

Al＝P（1，N）＊DELXYI一（IN－1）

AJ＝P（2，N）＊DELXYI一（JN－1）

IM＝IN＋1
　　X（N）＝

＋（1．

十

十

＋（1．

＋（1．

1＋1

G（1＋1）

（1）

THEN

）

THEN

　AI　＊　　　AJ　＊　　　AK（N）　＊XX（IN1，JN＋1，KN（N）＋1）

一AI）＊　　　AJ　＊　　　AK（N）　＊XX（IN　，JN＋1，KN（N）＋1）

AI＊（1．一AJ）＊　AK（N）＊XX（IN1，JN，KN（N）＋1）

　A　I　＊　　　　AJ　＊（1．一AK（N））＊XX（I　N1，JN＋1，KN（N）　）

一AI）＊（1．一AJ）＊　AK（N）＊XX（IN，JN，KN（N）＋1）

一AI）＊　AJ＊（1．一AK（N））＊XX（IN，JNU，KN（N））

THEN
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　　　　　零．　＋　AI＊（1．一AJ〉＊（1．一AK（N））＊xx（IM，JN，KN（N））

　　　　　＊　　＋（1．一AI）＊（1．・AJ）＊（1．一AK（N））＊XX（IN，JN，KN（N））

　　100　CONTINUE
　　　　　　RETURN

　　　　　　END

＊
，
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊紳＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　SUBROUTINE　INTAPO2（X，P，NP，IM，JM，XX，DELXY）

　　　　　　DIMENSIONP（3，NP），X（Nセ）

　　　　　　DIMENSIONXX（IM，JM）

　　　　　　DELXYI＝1．／DELXY

C

C

O
N
N
I
J

“
レ
ー
7
J
A
A

　　　＊

　　　＊

　　　＊

100　CONTINUE
　　　　RETURN

　　　　END

100Nニ1，NP

＝IFIX（P（1，N）＊D肌XYI）＋1

＝IFIX（P（2，N）＊DELXYI）＋1

＝P（1，N）＊DELXYI一（IN－1）

＝P（2，N）＊DELXY卜（JN－1）

X（N）＝　AI＊　AJ＊XX（IN＋i，JN＋1）
　　　＋（1，一A　I）＊　　　　AJ　＊XX（I　N　　，JN＋1）

　　　＋　　　AI　＊（1．一AJ）＊XX（IN＋1，JN　 ）
　　　＋（1．一A　I）＊（1．一AJ）＊XX（IN　　，JN　　）

　　　SUBROUTINE　PRINT（A，IA，IM，JM）

　　　DIMENSION　IA（IM，JM）

　　　WRITE（＊，1〉　A，（（1－1〉／10，1＝1，IM〉

　1　FORMA　T（’1’／A4，7311）

　　　DO　10　J＝1，JM

lGWRITE（＊，2〉（J，
　　＊　　（IA（1，J），1＝1，IM））

2F、ORMAT（1X，12，1X，7311．0）

　　　RETURN

　　　END

99

100

SUBROUTINEOUTPC（P，IM，JM，NP，ID，DELXY，KT，COMENT，IA）

．DIMENSION　P（3，KP），IA（IM，JM），ID（5），Y（32）

CHARACTER＊80　COMENT

DO991＝1，IM
DO　99　」＝1，JM

IA（1，J）＝O

CONTINUE

DO　100　N＝1，NP

IN＝P（1，N）／D肌XY＋0．5＋1

JNニP（2，N）／D肌XY＋0．5＋1

1A（IN，JN）＝IA（IN，JN）＋1

CONTINUE

DO　110　1＝1，IM

DO　110　Jニ1，JM
II＝IA（1，J）

IF（II．GE．1）　IA（1，J）＝1
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110

2

3

1

0
0

1
り
乙

100

100

IF（H。GE．2）

IF（II．GE．4）

IF（II．GE．8）

IF（ILGE．16）

IF（ILGE．32）

IF（ILGE．64）

IF（II．GE．

IF（ILGE．

CONTINUE
CALL　PRINT（’

WRITE（＊，2）

FORMAT（／20X，

WRITE（＊，3）

FO－RMAT（’

WRITE（＊，1）

FORMAT（／’

RETURN
END

SUBROUTINE

DATAIX／1／

INTEGER＊4
JM＝IM／13．＋0．

DO100

）
）

O
Q
役
U

2
【
」1
2

lA（1，J）＝2

1A（1，」）＝3

1A（1，J）＝4

1A（1，J）＝5

　1A（1，J）＝6

1A（LJ）ニ7

　　1A（1，」）＝8

　　1A（1，J）＝12

　　　　PC　”，IA，IM，JM）

　　（1，1＝0，8〉

　　　’1＝’，9110）

　　　0，（2＊＊LI＝0，7）

PARTICLECOUNTCOUNT／GRID
　　ID，KT，COMENT

　　ID＝’，515，’　KT＝’，13／

RANDA（N，IM）

　　　　　　　　　N（＊）

　　　　　　　　　　　999

　　　　　　J＝1，JM

IX＝・IX＊48828125

1F（IX）10，20，20

1X＝（IX＋2147483647）＋1

CONTINUE

DO1001＝1，13
NNN＝1

1F（BTEST（IX，1＋11〉）　NNN＝一1

N（（J－1）＊13＋1）＝NNN

CONTINUE
RETURN
END

SUBROUTI　NE　COND　（NP，P，I　NO，IDEP，NM）

DIMENSIONP（3，NM），INO（NM），IDEP（NM）

NN＝O

DO100N＝1，NP
IF（IDEP（N）．GE．1）　THEN

　　　NN＝NN＋1

　　　P（1，NN）＝P（1，N）

　　　P（2，NN）ニP（2，N〉

　　　P（3，NN）＝P（3，N）

　　　INO（NN〉＝INO（N〉

　　　IDEP（NN）ニIDEP（N〉

END　IF

CONTINUE

NP＝NN

RETURN
END

＝’，9110）

1X，A80〉
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